
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

年 6 月 28 日

静岡県知事　　　　　　　　　　

川勝 平太 殿

　提出者

住　所

氏　名

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

① 事 業 の 種 類 乳製品製造業

② 事 業 の 規 模 製造高 907,184千円

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連の処理の工程

別紙①　産業廃棄物一覧　参照

（第１面）

③ 従 業 員 数 31名

産業廃棄物処理計画書

静岡県富士宮市中里東町639

森永乳業株式会社　富士工場
工場長　新田 功

0544-26-5276

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。

森永乳業株式会社(富士工場)

2022

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

計 画 期 間

　(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

静岡県富士宮市中里東町639

令和4年4月1日～令和5年3月31日



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

産業廃棄物の種類_ 別紙②参照

①現状

（第２面）

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

-

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画

産業廃棄物の種類_ 別紙②参照

排 出 量_ 5200

製造量が増加するため、汚泥量は増加傾向にある。
排水処理効率を向上して汚泥原単位を減少させる。

排 出 量_ 4744

好気性生物処理装置（アクチコンタクト）を改造して、
汚泥発生量を減少させる。

-



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

0

（第３面）

①現状

産業廃棄物の種類_ -

自ら再生利用は行っていない。

-

②計画

産業廃棄物の種類_ -

自ら再生利用を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

自ら再生利用は行っていない。

①現状

産業廃棄物の種類_ 別紙②参照

自ら熱回収を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0

自ら中間処理により減量した
産 業 廃 棄 物 の 量 4621

自ら再生利用を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

0

②計画

産業廃棄物の種類_ 別紙②参照

自 ら 熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

0

5065

-

自ら中間処理により減量する
産 業 廃 棄 物 の 量



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度（令和　3 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

（第４面）

①現状

産業廃棄物の種類_ -

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行った
産 業 廃 棄 物 の 量

これまで、自社で埋め立て処分又は海洋投入処分を実施したことはない。

②計画

産 業 廃 棄 物 の 種 類 -

自 ら 埋 立 処 分 又 は
海洋投入処分を行う
産 業 廃 棄 物 の 量

0

引き続き埋め立て処分又は海洋投入処分を実施する予定はない。

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0

0

-

①現状

産業廃棄物の種類_ 別紙②参照

全 処 理 委 託 量_ 164.91

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 18.76

再生利用業者への
処 理 委 託 量

146.15

0



【目標】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

再生利用業者への
処 理 委 託 量

160

（第５面）

②計画

産業廃棄物の種類_

全 処 理 委 託 量_ 180

優良認定処理業者への
処 理 委 託 量 20

別紙②参照

認定熱回収業者への
処 理 委 託 量

0

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処 理 委 託 量

※事務処理欄

-

0



別紙①　産業廃棄一覧　

発生工程 廃棄物種類 回収業者 中間処分業者 最終処分業者 優良認定

製造排水→脱水 汚泥（脱水汚泥） 無し

消耗品・梱包材 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 回収業者 中間業者 最終処分業者 全て有り

原料・開袋 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（原料空袋） 最終処分業者 全て有り

機械油 廃油 無し

木くず 最終処分業者 全て有り

木くず 最終処分業者 一部無し

薬液瓶 ｶﾞﾗｽ陶磁器ｺﾝｸﾘｰﾄくず 最終処分業者 一部無し

金属加工 金属くず 全て有り

蛍光灯・計器機器
<水銀使用製品産業廃棄
物>

回収業者 全て有り

製造排水・機械
油

汚泥、廃油、廃酸
（廃薬品）

回収業者 全て有り

温度計
<水銀使用製品産業廃棄
物>

回収業者 全て有り

発生フロー

パレット
梱包材

回収-中間処分業者
回収-中間処分業者
回収-中間処分業者

同一業者

中間-最終処分業者

中間-最終処分業者

中間-最終処分業者

同一業者

回収-中間処分業者
同一業者

生産工程 排水 脱水 汚泥

事業所

その他廃棄物

委託



別紙②　産業廃棄物報告・計画　

2021年度 2022年度 目標 2021年度 2022年度 目標 2021年度 2022年度 目標
汚泥（脱水汚泥） 4744 5200 4598.04 5040 145.96 160 無し

2021年度 2022年度 目標
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類(リサイクル) 4.00 4.40 有り

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（原料空袋） 13.72 15.10 有り

廃油 0.001 0.002 無し

木くず 0.94 1.00 有り

木くず 0 0.00 無し

ｶﾞﾗｽ陶磁器ｺﾝｸﾘｰﾄくず 0.19 0.21 無し

金属くず 0.07 0.08 有り

<水銀使用製品産業廃棄
物>

0.02 0.03 有り

汚泥、廃油、廃酸
（廃薬品）

0.01 0.02 有り

<水銀使用製品産業廃棄
物>

0 0 有り

廃棄物種類
産業廃棄物量(t) 自ら行った中間処理[脱水による減量] (t) 委託　産業廃棄物量(t)

優良認定

廃棄物種類
委託　産業廃棄物量(t)

優良認定


